
光晴会病院化学療法委員会 

2018年 10月 9日改訂 

トーリセル療法 

患者番号：  氏名：  

対象 根治切除不能又は転移性の腎細胞癌 

薬液注入ルート 末梢点滴静注  ＣＶライン  ポート  

開始年月日    年   月   日 

投与間隔 1週間に 1回 

体格 身長    ｃｍ   体重   ｋｇ   体表面積    ｍ2
 

使用薬剤； 

① トーリセル      ｍｇ（  25 ｍｇ/body ） 1週間に 1回 

30~60分間点滴静注 

前処置；  

① レスタミン錠内服（内服不能の場合はポララミン 10mg+生食 20ml） 

減量方法； 

初回  1段階  2段階  3段階   

25mg/週 → 20 mg/週 → 15 mg/週 → 10 mg/週 → 投与中止 

制吐薬なし 

【処方が必要な内服薬】 

 

 

 

 

※ 間質性肺疾患があらわれることがあるため、定期的に胸部ＣＴ検査を実施する 

※ 感染症を起こすことがあるため、投与開始前に肝炎ウイルス、結核など感染の有無を確認する 

※ infusion reaction、高血糖、創傷治癒遅延、腎不全、電解質異常などに注意する 

※ 生ワクチンは禁忌 

※ 無水エタノールを含有するため、アルコール過敏症のある患者に注意する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 指示医師サイン           

1週 2週 

  

         1日                8日          

レスタミン錠（10） 5錠  トーリセル開始 30分前 

トーリセル 

□HBs 抗原(＋) 消化器内科紹介             

□HBs 抗原(－) □HBs 抗体(－)and HBc 抗体(－)     □HBV-DNA定量(－) 3 ヵ月毎 定量 

□HBs 抗体(＋)and/or HBc 抗体(＋)   □HBV-DNA定量(＋) 消化器内科紹介 

 

 

 

  

 


